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「事見目s神楽尾出の野に遊ぶ』薦程

福山駅南□集合

福山駅南□出発

福山東 iC着
岡山」C着
高梁SA着
高梁SA発
北房」C着
院庄 IC着
神楽尾公園・神楽尾城跡下着

神楽尾公園着

神楽尾公園発

神楽尾城跡二の丸着

神楽尾城跡本丸・三の丸下着

神楽尾城跡本丸・三の丸下発

神楽尾公園着

神楽尾公園発

神楽尾公園下着・発

中之町バス停着 (町並み散策)

観光駐車場着発

徳守神社着 {跡町υ軟下車脚

徳守神社発 似秘源寺まで掛働 }

成道寺着

成道寺着

泰安寺着

泰安寺発

本源寺着

本源寺発

小田中パス待機場所着・発
院庄 iC着 (中国自動車道)

北房」C着
高梁SA着
高梁SA発
岡山JC着
福山東 lC着
福山駅南□着

7:45
7:50
8:05
8:35
9:00(ト イレ休憩)

9:15
9:25     ‐

(バスはここで待機)

(トイレ休憩)

(見学 0昼食)

(トイレ休憩)

(パスは観光駐車場A)

ク1スは指定湯所で待機)

(トイレあり)

(トイレあり)
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★「1申葬〔編彗増II轟 (がくらおじょうあと)

中世美作国苫田郡内にあつた山城。現在の津山市総社神楽尾山にある。
吉丼川北岸にあり、津山盆地中央部を制する要衝で、城下に南麓に戸川
宿が成立していた。

神楽尾山は津山市街地の北西部に位置しており、標高は308mで 、
南東麓の美作国府からの比高が約200mあ る。城跡は山頂部を中心に
放射状に築かれているが、はつきりとした築造年代は不明である。

ただ『太平記』に「 山名伊豆守三千余騎を率ひ、二手に分て (中略)

赤松筑前守入道世貞、同律師則祐が所々の城を責むるに (中略)神楽尾
城等第一泳 にら瀾もせず」とあるので、すでに南北朝時代には築城されて
いたことがわかる。

天文 7年 (1538)、 尼子氏に属する原田播磨守忠長が城主山名右京太夫
氏兼を攻撃している。天正 7年 (1570には、宇喜多氏の武将花房職之 化と
ゆむが、当時毛利氏に属していた神楽尾城 (城将は大蔵甚兵衛尉尚清 0千

場三郎三衛門)を陥落させている。

縄張りは、山頂を中心に本丸が広がり、その南東の二の丸、本丸尾根
状の三の丸、そして本丸と三の丸をつなく馬場・武者溜まりからなつて
いる。本丸・三の丸は下草がすべてul」 り取られ、当時の山城様子が見学
できるように整備されている。

(詳 しくは次ベージの『 日本城郭大系』参照)
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神年

楽
ら

尾
お

城

①
津
山
市
彗
社
　
②
平
家
壇
　
③
正
平
年
両
（
〓
二
四
六
―
七
〇
）以
前
　
の
宇

都
宮
教
貞

０
山
城
　
⑥
曲
綸

・
土
塁
・
堀
切
　
⑦
三
二
０
●
Ｘ
四
四
〇
ュ
、

標
高
三
〇
八
■
、
比
高

一
七
〇
Ｅ
　
Ｏ
ｌ
１

０

，
美
作
古
城
史
一
■
美
作
略

史
』神

楽
尾
城
の
あ
っ
た
神
楽
尾
山
は
、
現
在
の
津
山
市
街
地
の
北
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。

標
高
は
三
〇
八
ｍ
で
、
南
東
麓
の
美
作
国
府
跡
か
ら
の
比
高
が
二
〇
〇
ｍ
で
ぁ
り
、
山
上
を

中
心
に
神
楽
尾
城
跡
が
あ
る
。
こ
の
城
は
ち
ょ
う
ど
美
作
国
の
中
央
に
あ
り
、
東
は
津
山
盆

地
、
西
は
狭
い
田
邑
盆
地
に
挟
ま
れ
た
南
北
方
向
に
広
が
る
山
塊
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い

る
。
城
の
す
ぐ
南
は
田
邑
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
の
峠
に
当
た
り
、
こ
れ
は
国
府
の
あ
っ
た
現

在
の
津
山
市
総
社
か
ら
田
邑

・
鏡
野
方
面
へ
抜
け
る
道
で
あ
っ
た
。
ま
た
麓
に
は
戸
川
宿
が

あ
っ
た
。
神
楽
尾
と
い
う
名
は
、
昔
、
山
上
に
天
剣
神
社
が
あ
り
、
毎
夜
神
楽
の
響
き
が
聞

こ
え
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
城
の
築
城
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
正
平
十
七
年
頃

（貞
治
年
間
、　
〓
量
全
一―
六

八
）
に
宇
都
宮
教
貞
が
在
城
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た

一
説
に
は
、
承
平
年
間
（九
二
一
―
三

八
）
に
築
城
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
史
実
は
な
い
。

下
っ
て
天
文
元
年
２

五
三
二
）
に
尼
子
経
．久
が
美
作
に
攻
め
入
り
、
東
作
の
諸
城
を
降
し

た
が
、
こ
の
頃
、
神
楽
尾
城
は
山
名
右
京
太
夫
氏
兼
が
守

っ
て
い
た
。
天
文
七
年

（
一
五
三

八
）
に
は
尼
子
氏
側
に
降
っ
た
稲
荷
山
城
（中
央
町
）
の
原
田
播
磨
守
忠
長
が
攻
め
、
落
城
じ

た
。
城
主
山
名
氏
兼
は
敗
れ
て

一
官
村
に
退
い
た
。
し
か
し
、
天
文
十
二
年
２

五
四
三
）
に

山
名
氏
が
反
撃
し
て
稲
荷
山
城
を
落
と
し
、
原
田
忠
長
を
討
ち
取

っ
た
。

時
は
移
り
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
尼
子
氏
の
本
拠
地
出
雲
の
富
田
城
は
毛
利
氏
の
軍

門
に
降
っ
た
。
こ
の
た
め
美
作
地
方
の
諸
城
は
そ
れ
ぞ
れ
毛
利
氏

・
宇
喜
多
氏

。
浦
上
氏
の

配
下
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。

神
楽
尾
城
は
毛
利
氏
の
配
下
に
属
し
、
そ
の
将
大
蔵
甚
兵
衛
尉
尚
清
と
千
場
二
郎
三
衛
門

が
居
城
し
た
。
こ
の
た
め
備
前
の
宇
喜
多
直
家
は
、
対
岸
の
荒
神
山
城
に
部
将
花
房
職
秀
を

置
い
て
毛
利
氏
の
諸
城
に
備
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
正
三
年
貧

五
七
五
）
に
毛
利
氏

・
浦
上

氏

・
宇
喜
多
氏
は

一
時
和
平
を
結
ぶ
。
が
、
同
六
年
２

五
七
八
）
、羽
柴
（豊
臣
）秀
吉
の
中
国

進
攻
の
作
戦
に
伴
い
、
宇
喜
多
氏
の
態
度
に
変
化
が
起
こ
っ
た
。
神
楽
尾
城
内
で
も
大
蔵
甚

兵
衛
と
副
将
千
場
二
郎

三
衛
間
が
対
立
し
、
千

場
氏
は
ひ
そ
か
に
城
外

に
逃
げ
た
が
、
土
井
四

郎
次
郎
の
追
撃
に
遭

っ

て
、
下
田
邑
迫
戸
で
討

ち
取
ら
れ
た
。

天
正
七
年

（
一
五
七

九
）
に
毛
利
氏
は
宇
喜

多
氏
が
秀
吉
側
に
つ
い

た
た
め
、
荒
神
山
城
の

攻
撃
を
準
備
す
る
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
が
花
房
氏
側
に
放

っ
て
あ
っ
た
間
諜
に
よ

っ
て
事
前
に
察
知
さ
れ
、

夜
襲
を
決
行
し
た
神
楽

尾
方
は
敗
退
し
、
つ
い

に
神
楽
尾
城
も
落
城
じ

た
の
で
あ
る
。

神
楽
尾
城
は
山
頂
を

中
心
に
し
た
本
丸
、
そ

の
南
束
の
二
の
丸
、
本
丸
の
南
の
尾
根
上
に
あ
る
三
の
九
、
そ
し
て
本
丸
と
二
の
丸
を
つ
な

ぐ
馬
場

。
武
者
溜
り
か
ら
な
る
。
　
　

′

本
丸
は
南
北
約
四
五
ｍ
ｘ
東
西
約
留
Ｏ
ｍ
の
不
正
方
形
を
呈
す
る
。
そ
の
真
ん
中
に
南
北

六
ｍ
Ｘ
東
西
五
ｍ
で
二
ｍ
ば
か
り
の
高
さ
を
持
つ
段
郭
が
案
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
丸
を
中

心
に
し
て
南
東
方
向
に
五
つ
の
曲
輪
と
南
西
方
向
に
三
つ
の
か
な
り
広
い
曲
輪
が
あ
る
。
南

東
方
向
に
つ
い
て
は
、
本
丸
か
ら
数
え
て
二
番
目
の
曲
輸
ま
で
は
本
丸
と
連
結
し
て
お
り
、

そ
の
南
西
瑞
は
高
さ

一
ｍ
弱
の
土
塁
が
長
さ

一
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
そ

れ
よ
り
下
に
位
置
す
る
三
つ
の
曲
輪
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
形
を
と
っ
て
い
る
。
本
丸
の
南
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神楽尾城要図(S‐ 1:4000)

西
方
向
に
は
本
丸
よ
り

一
ｍ
下
っ
た
所
に
一
段
曲
輪
郭
が
み
ら
れ
、
ま
た
そ
の
十
数
ｍ
下
に

は
ほ
ぼ
二
五
ｍ
四
方
の
曲
輪
が
二
段
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
そ
の
上
段
の
曲
輸
は
東
端

・
力、

ら
幅

一
〇
ｍ
内
外
の
帯
曲
輸
と
な
っ
て
本
丸
の
南
東
に
あ
る
曲
輪
と
つ
な
が
る
よ
う
に
延
び

て
い
る
。
本
丸
か
ら
北
に
も
尾
根
が
延
び
て
お
り
、
幾
つ
か
曲
輪
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
図
示

し
え
な
か
っ
た
。

本
丸
か
ら
南
に
山
道
を
五
〇
ｍ
ば
か
り
下
る
と
、
南
北
四
〇
ｍ
Ｘ
東
西
五
〇
ｍ
の
武
者
溜

り
と
呼
ば
れ
る
広
い
平
坦
地
に
出
る
．
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
南
の
方
向
の
尾
根
上
に
一
五
―
二

〇
ｍ
の
幅
の
馬
場
と
称
す
る
平
坦
地
が
続
き
、
そ
の
長
さ
は
約

一
三
〇
ｍ
あ
る
。

馬
場
の
先
端
か
ら
二
五
ｍ
ば
か
り
南
に
三
の
丸
が
あ
る
。
三
の
丸
は
三
段
の
曲
輪
か
ら
な

り
、
北
の
曲
輪
が

一
番
広
い
。
三
の
丸
の
先
に
は
尾
根
を
切
断
す
る
よ
う
に
上
幅
約

一
〇
ｍ

の
堀
切
が
あ
り
、
そ
の
五
〇
ｍ
南
に
も
南
北
二
五
ｍ
、
東
西

一
二
ｍ
の
平
坦
地
が
あ
る
。

そ
の
三
の
丸
の
先
の
平
坦
地
か
ら
尾
根
上
の
道
を
南
に
二
〇
〇
ｍ
ば
か
り
行
く
と
、
田
邑

街
道
に
出
る
。
そ
の
田
邑
街
道
沿
い
に
寺
の
跡
と
い
わ
れ
る
平
坦
地
が
三
つ
に
分
か
れ
て
存

在
す
る
。
瓦
片

・
礎
石
な
ど
は
見
当
た
ら
ず
、
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

二
の
丸
と
い
わ
れ
て
い
る
所
は
、
馬
場
か
ら
約

一
六
〇
ｍ
ば
か
り
東
に
向
か
う
と
、
そ
の

山
道
の
両
側
に
七
つ
の
曲
輪
が
存
在
す
る
。
山
道
よ
り
北
に
は
南
北
四
七
ｍ
、
東
西

一
七
ｍ

の
長
方
形
の
曲
輪
を
中
心
に
し
て
他
の
三
つ
の
曲
輪
を
そ
れ
よ
り
下
に
備
え
る
。
ま
た
道
よ

り
南
は
南
北

一
二
ｍ
Ｘ
東
西

一
五
ｍ
の
曲
輪
と
、
そ
れ
よ
り
広
い
二
段
の
曲
輪
が
あ
る
。
南

の
方
が

一
ｍ
ば
か
り
低
い
。
そ
の
二
つ
の
曲
輪
の
北
と
南
西
端
に

一
部
土
塁
が
残
存
す
る
。

こ
の
城
は
そ
の
規
模

・
構
造
に
お
い
て
、
美
作
有
数
の
中
世
山
城
で
あ
る
と
い
え
よ
う
．
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☆ 慎礎神申仕 (とくもりじんじや)

津山市宮脇町にあるもと県社。現在は宮川以西の津山市旧市街の氏神
である。祭神は天照大日墨命 (あまてらすおおひるのみこと)。

社記によると、天平時代 行29～749の勧請といわれる。天文8年 {1539

社殿が焼失。慶長 9年 (1604)森忠政が津山城築城の「 手斧始 佑ようなはじ働」
として社殿を造営して津山城下の総鎮守とした。寃文4年 (1664)藩主森
長継の命により現社殿 (県重要文イヒ財)に改築された。中世には「勅使
の宮」と称された。その理由は、出雲への勅使清閑寺大納言徳守を祭祀
したからだと伝えられる。また、『昨陽志』には「 富川村徳守大明神」
と記されており、中世の「富川宿」の鎮守であつたことがわかつている。

★ 徳 守 神 社 社 服 (とくもりじたじやしやてた)

昭和31年 (1956)岡 山県指定重要文イヒ財。本殿・拝殿・幣殿の3棟が

指定建造物になつている。現在の社殿は寛文4年 (1664)森長継の命で再

建されたものである。桃山時代の建築様式をもつ中山造で、江戸時代初

期の優秀な建造物である。

本殿は桁行 3間、梁間3間、単層、入母屋造、妻入、鋼板葺 (元は槍

皮葺)、 正面には 1間の唐破風の向拝を付けている。柱は総円柱であり、

妻節は二重紅梁大瓶東式、軒は二重繁極、墓股の彫刻や籠彫にした草花
の本鼻などで見事に装飾している。組物は和様の二手先で、組物の間か

ら象鼻イヒした尾極や丸彫りにした象鼻を出している。基礎は基壇上に亀

腹を設けている。´

拝殿は、桁行 6間、梁間3間、入母屋造、鋼板葺、正面は唐破風造、

向拝付き。幣殿は、桁行 1間半、梁間5間、両翼突出部付、切妻造、銅

板葺である。

徳守神社社織平面固

▼徳 守 神 社

寛 文 4年 (1664)に森 長 継 が再 建 し

た もの 。 城 下 の 総 鎮 守 と して独 特 の

位置を tン めていた。 (県重文 )+‐



★蒙書寺 (たぃぁんじ)

津山市西今町にある浄土宗の寺院。山号は天崇山。本山は京都知恩院
である。美濃国涅槃寺住職報蓮社源誉ガ津山藩主森忠政の入封に従つて
美濃国金山から入り、創建した寺院である。はじめ覚王山涅槃寺こ称し
たが、森氏断絶後、松平氏の薔提寺となつてから浄光山泰安寺、次いで
天崇山泰安寺こ改めた。本源寺・妙法寺こともに「津山三カ寺」と称さ
れ、数ある津山の諸寺の中でも抜さんでた存在であつた。瓦には葵紋が
入つており、松平氏の薔提寺であるのここを示している。

かつては山門までの長い参道に見事な松並木があり、殿様が籠で参詣
したこいう。しかし、この松並本は戦時中の松根油の採取で切り倒され
てしまい、残つていない。

現在、位牌ガ置かれている御霧屋と初代藩主宣事 0ぶこ紛の巨大な五輸
塔だ本掌西側にあり、北側には七代斉孝の六角石塔の墓がある。不思議
なことに泰安寺には初代と7代の墓しかなく、寺でもその理由がわから
ないようである。なお、最後の藩主慶倫 はじこtlの墓は津山市山北八子の
地蔵院にあつて「 愛山墓所」と呼ばれ、津山市重要文化財になつている。

泰安寺にはもう1基「 大吉様」呼ばれる大きな五輸塔がある。これは
森家2代藩主長継の7男 (7歳で夭折)のもので、その法号良洪院殿大
吉に因んでいる。じかし、長継一門の墓は小田中宗永寺にあり、大吉様
だけがなぜここにあるのかもよくわかつていない。
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み たま や

御 霊 屋

松千氏の薔提寺とし

て歴代の住牌をまつる

御壼屋:ム寺の裏手にあ

る。

松平家位牌
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ある。
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松平宣富切代)の墓所

歴代の位牌 をまつる御霊屋はあるが、

基はなぜか初代の宦官 と7代斉孝の石

塔 だけである。

営官の基所は本営の左手の奥に西衡

き五輪 塔 がたてられている。

松平斉孝 (第7代夏 選 鋼 i ナ角石塔の基で葵の絞をallん だ石の扉で囲

んでいる。LL内の墓庭のリヒ佃1であ向 きにたて

られている。



★威道寺 (じょぅどうじ)

津山市西今町にある浄土宗の寺院。山号は転法輪山。本尊は阿弥陀如

来。もとは「九品山来迎寺照源院」と称した。慶長9年 (1604}、 津山藩

主森忠政の命により美濃国金山から報蓮社源誉を招いて開基し、寺号も

金山の旧号を用いたと伝えられる。

森氏断絶後は、松平藩重臣の書提寺として栄えたが、しばしば火災に

あつたため宝暦3年 (1753)現在の寺号に改称した。これは寺号の「照」

が「焼」、「来」が「 雷」に通じ、火事を招き、雷を招く寺に通じ不吉だ

とされたからである。

山門は明治時代の置かれた北条県庁舎の間を移築しており、門に番小

屋が敷設されているところが珍しく、津山市の重要文イヒ財に指定されて

いる。
また、この寺には俳人西東三鬼の墓があるここでも知られている。高

さ1.7mの衝立形の御影石の右肩に「西東三鬼之墓」と刻み、左は下部

を色紙状にして、代表句の下つ「水枕 かばりと寒い 海がある」が刻

まれている。

成道寺の山門

西東三鬼の基 ９

ヽ



★A源寺 (ほんげんじ)

津山市西今町にある臨済宗妙心寺派の寺院。山号は東海山。もと美作

国の安国寺で、苫西郡神戸村 (現津山市院庄)にあり、萬松山と称した。

慶長9年 (1604)、 津山藩主森忠政が小田中村 (現津山市小田中)に移し、

僧海晏 けいあ励を当寺中興の祖とした。さらに慶長 12年 (1607)忠政の夫

人於岩 怖い粉を葬るため現在地に移し、龍雲寺と改称し、森家の書提寺と

した。僧天倫の時、東海山こ今の山号に改めた。その後、天和 3年 (1680、

僧夢堂が忠政の50回忌を営むに当たつて忠政の院号「 本源院」にちな

み本源寺と改称した。                   _
本堂西側には、森家代々の位牌を安置する御霊屋があり、その背後に

森忠政の五輪塔を始めとして6基五輪塔が一列に並んでいる。台座から

り高さは優に3mは越える。向かつて左から二番目のものが森忠政の五

輸塔で、正室於岩のものはその左隣、列から離れている 1基は江戸で死

んだ忠政の娘のものである。近世の代表的な大名墓として津山市重要文

イヒ財となつている。
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【参考】森忠取 鋳りただまさ)

元亀元年 (1570～寛永 11年 {163射

津山藩初代藩主。父は森三左衛門尉可成 鮎りさだえもんのじようよしなり、母は林

新右衛門通安 (はやししんえもん陽やす(常照)の娘、のち妙向尼こ称した:六男。

幼名は千丸・千代助。長じて忠重・―重と称した。天正 10年 (1582}織

田信長に仕える。同年本能寺の変で見蘭丸 (長定)・ 坊丸 (長隆):.力丸

(長氏)を失つた。

天正 12年 {1584)、 長見長可 {ながよいが長久手の戦いで戦死した後、美

濃国金山7万石を領した。翌年、従五位下右近丞、天正 15年 {1587)従

四位下侍従。この時忠政こ改名し、「金山侍従」とも称された。

豊臣秀吉に従つて九州島津攻め、相模小田原攻め、文禄の役では肥前

名護屋へ出兵した。秀吉の没後、徳川家康に接近し、慶長 5年 (1600}2

月信濃中島で 13万 7500石 を領し、海津城主こなつた。慶長8年 (16

002月、徳川秀忠より美作国一円 18万 6500石 を与えられ、津山城

を築き、美作の国守となつた。慶長 17年 (1610伯父可政を津山を引き

取り、執権とした。

寛永 3年 (1626)従 四位上、左近衛権中将。寛永 11年 {1630家光上洛

に伺候するため入京中、食中毒のため逝去。法名は「 本源院殿前作州国

主羽林中郎将先翁宗進大居士」、夫人は摂津茨木城主中川瀬兵衛の娘
`後添えは名古屋因幡守の娘で豊臣秀長の養女である。

【多卜選鋼 鷲撃■1用爵調11壬 (つゃまはたもりし)

津山藩森氏の先祖は源義家の6男義隆に始まる。子孫は信濃・美濃あ

たりに盤躍し、室町時代には美濃守護土岐氏の被官であつたと伝えられ
ぞ5。

中興の祖は森三左右衛門可成 はしなりである。幼名は満、のち事二。土

岐氏減亡後、一時斎藤道三に身を寄せ、のち繊田信長に仕えた。桶狭間
の戦いで戦功をあげ永禄8年 (1665)美濃国金山城主となる。元亀元年 (15

70、 越前手筒山の戦いで長男可隆 はしたか戦死、同年 9月、浅丼・朝倉と
の決戦では、近江国坂本で可成も戦死した。享年48歳。
2代長可 億がよいは可成の 2男で、通称勝蔵・長一こ称し、官位は武蔵

守。武勇の士であつたため「鬼武蔵」と称された。天正 10年 {1582)、‐
北信濃 4郡を領し、川中島の海津城に入つた。織田信長の死後は羽柴秀
吉に属し、天正 12年 {1584)尾張国長久手の戦いにおいて 27歳で戦死
した。 3代が前項の忠政で、津山藩初代となる。

津山藩 2代は、長男重政は早世、嗣子忠広も30歳で没ししため、忠
政の外孫である長継が継いだ。寛永 17年 {1640従四位下侍従。承応元
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年 {1652)実弟関長政を立て支藩とし、長継の 15子長治を嗣子とした。

これが後の備中新見藩こなる。延宝 2年 (1674)隠居し、国内2万石を領

した。延宝4年 {1676)に は6男長俊を立て支藩としたが、これが後の播

磨三日月藩となる。元禄 11年 (1698)89歳で没した。森宗家断絶後は

備中西江原に移り、11男森長直 {研た0を嗣子とした。これガ備中江原

藩となるが、長直は後に播州赤穂に移封こなつた。

3代は長武 はガた励で、長継の 3男である。幼名は兵蔵、はじめ長義と

称した。長継の嫡子が早世し、その長子長成 (万右衛門)ガ幼少であつ

たため、その成人になるまで藩主とされた。万治 2年 (1674)資 を継く。

貞享3年 (1686)、 長成が成人したため隠居。隠居料 2万石。

4代長成は寛文 11年 (1671)生 まれ。長継の長男、忠継の長男。幼名

は兵三郎・万右衛門。貞享3年 (1686)封を継く。従四位下、のち侍従。

支藩の関長政が後見役となつた。元禄 10年 (1697)6月 27歳で没。子

がなかつため家老職についていた長継の 11男関式部衆利 (わといを立て

ようとしたが、江戸へ向かう途中伊勢国で発狂。そのため森宗家は断絶

した。幕府は長継へ隠居料 2万石を与え、かつ支藩の存続を許した。

【多顧彗】澤撃■11爵囃lEFほ (っゃまはたまつだいうし)

津山藩主。姓は源、氏は松平、三葉葵を家紋とする。徳川家康の二男

秀康を祖とする。初代秀康 (浄光公)は天正 17年 (1589、 下野国の結

城晴朝の養子となり、結城秀康と称する。慶長 5年 (1600関 ケ原合戦後、
越前国75万石を領した。慶長 13年 {160034歳で没する。
2代忠直 (西厳公)が封を継いだが、元和 9年 (162紛 領地を没収され、

豊後国に流され、慶安3年 (1650)56歳で没した。
3代は光長 (恵照公)で、徳川名家の存続を図つた幕府の配慮によつ

て寛永元年 (1624)越後国に25万石を与えられた。しかし、越後騒動に
より再び領地を没収され、伊予国松山へ流された。のち江戸の柳原邸に

帰り、3万俵を綸せられた。宝永4年 (1707射 93歳で没。
4代 (津山藩松平氏としては初代)は宣富 (0ぷとみ、源泉公)。 武蔵国

川越の松平直矩の第3子で、元禄 6年 (1693}光長の養子となる。元禄 1

1年 {1698)美作国内で 10万石を与えられ、津山藩主となつた。以下 5
代浅五郎 (智円公、11歳で夭折)、 6代長黒 (戒善公)。 7代長孝 (隆

照公)08代康哉 (やすちか、顕徳公)。 9代康叉 (やすはる、厳恭公)010代
斉孝 (成裕公)と続く。,

斉孝に嗣子がなかつたため将軍家斉の第 16子が養子として迎えられ、
11代斉民 (文定公)となつた。 12代慶倫 (よじとも、慎由公)のとき明
治維新を迎える。版籍奉還後、津山藩判事となつた。
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